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Care療養支援のおはなし

団 みよし市民病院60年の軌跡

口臼連携病院・診療所紹介

□】医療機器の共同利用

口臼みよし市民病院を支えるチーム紹介

ロコみよし市民病院 60th病院祭

みまし市民病院 藤藤即園

60th病院祭
みよし市民病院は市民のみなさんに支えられ、今年で60周年を迎えます。

この秋には60周年を記念した病院祭を開催します。

普段はなかなか体験できないプログラムや、市民の皆さんに楽しんでいただける

イベントをたくさんご用意しています。ぜひご参加ください!
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SPECIAL REPORT

0三好さんさんスポーツクラブ

。みよし少年少女合唱団

●スタジオアフロディーテ
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0ジョンソンズリトルyOyO DLYBダンスカンデt―

●病院職員バンド

。手術室体験  。ナース服体験
。高齢者体験  。内視鏡体験
●疎下食体験  。AED体験
0ロコモチェック  0エコーで物当て
。軟育調剤体験  。眼科検査体験
0レザークラフト  ●検査技師体験
。手洗いチェッカー

。頚動脈エコー体験

。X線透視ベット水平当てゲーム

10:00～ 15:00

亭
力たのしみ

●介助犬の話  。スーパーボウル
。足助病院バンド すくい
。ミニ講演会  。水風船つり
。輪投げ    。キッチンカー

4

●グランジュ明香

。諸輪囃子太鼓

。合唱団なないろ

。踊華三好
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外国籍の職員とつくる
これからの介護。
外国籍職員支援特集
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みよし市民病院の理念 みよし市を愛し、みよし市民の健康に寄与することを誓います。

患者さんの尊厳を重視し、公正な医療を行います。

思いやりと、心のふれあいを大切にした医療を行います。

常に医療の進歩に目を向け、質の向上に努めます。

市民の皆さんに信頼される医療を行います。

地域医療の向上を目指し、保健・福祉との連携を図
',ま
す。
蓼

基本方針

ご自由に

お持ち

ください

鞠鞘嶋います！

この秋、特定技能制度を利用して、ベトナムから介護スタッフを2名、採用しました。

院 長   今回の特集は、この新しい仲間を囲んでの座談会の模様をお届けします。ぜひご―

メッセージ  読いただき、彼女たちの熱心な姿勢や人柄、外国籍の人材採用に取り組み始めた当
院の考え方について知つていただきたいと思います。
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みよし市民病院からの最新TOPICSや

病気の基礎知識・検査・ケアに関する

こちらから
情幸Rなどをお届けします。

ぜひご覧ください。
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中日新聞「リンクト」

病院を
知ろう

か

も

●

SPECIAと REPORT

外国籍の職員とつくる
これからの介護。
外国籍職員支援特集

2024年 9月、特定技能制度を利用して、
ベトナムから2名の介護職員を採用。

,

n

ベ
ト
ナ
ム
人
介
護
職
員

２
名
が
３
階
病
棟
に
配
届
。

来

日
間
も
な
い
ベ
ト
ナ
ム
人
職
員
を
囲
ん
で

座
談
会
を
開
催
。
日
本
語
が
わ
か
ら
な
い
と
こ
ろ

は
通
訳
が
補
い
つ
つ
、
仕
事
や
目
標
、
支
援
体
制

な
ど
に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
。

―
ま
ず
は
自
己
紹
介
か
ら
お
願
い
し
ま
す
。

ノ
ン
・テ
ィ
・タ
ム
　
ハ
ノ
イ
出
身
の
２９
歳
で
す
。

グ
エ
ン
・【ア
ィ
ミ

―ヽ
　
ホ
ー
チ
ミ
ン
出
身
、
３５
歳
に

な
り
ま
す
。

―
お
二
人
と
も
ベ
ト
ナ
ム
で
、
介
護
や
日
本
語
を

学
ん
で
こ
ら
れ
た
と
聞
き
ま
し
た
。

タ
ム
　
は
い
。
１
年
く
ら
い
勉
強
し
て
、
特
定
技

能
の
試
験
に
合
格
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ミ
ー
　
た
だ
、
日
本
語
は
む
ず
か
し
く
て
、
日
本

語
教
室
に
も
通
わ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

タ
ム
　
日
本
語
を
も
っ
と
覚
え
て
、
日
本
語
能
力

試
験
で
さ
ら
に
上
の
レ
ベ
ル
を
め
ざ
し
て
い
き
た
い

で
す
ね
。

―
介
護
の
お
仕
事
は
ど
う
で
す
か
。

ミ
ー
　
慣
れ
な
い
こ
と
が
多
い
で
す
が
、
病
棟
の

皆
さ
ん
が
親
切
に
教
え
て
く
だ
さ
い
ま
す
。

タ
ム
　
ベ
ッ
ド
ま
わ
り
の
掃
除
の
仕
方
や
シ
ー
ツ

交
換
も
覚
え
ま
し
た
。

岡
田
浩
幸
（介
護
福
祉
士
）

一
一人
と
も
、
何
事

に
も

一
生
懸
命
に
取
り
組
ん
で
く
れ
て
い
ま
す

ね
。
ンヽ
ー
ツ
交
換
に
一
緒
に
入
っ
た
ス
タ
ッ
フ
も
、

彼
女
た
ち
の
仕
事
が
と
て
も
き
れ
い
で
丁
寧
だ

と
、
感
心
し
て
い
ま
し
た
。

近
藤
千
春
（看
護
師
長
）

そ
れ
に
、
一
一人
と
も

外
国
籍
の
人
材
が
ス
ム
ー
ズ
に

組
織
に
溶
け
込
め
る
よ
う
に
。

―
お
二
人
を
迎
え
る
た
め
に
ど
ん
な
準
備
を
さ

れ
ま
し
た
か
。

近
藤
　
２
０
２
３
年
の
１０
月
に
、
外
国
籍
の
人

材
を
採
用
し
て
い
る
病
院
へ
見
学
に
行
っ
て
、
翌

月
〈外
国
籍
職
員
支
援
委
員
会
〉
を
立
ち
上
げ
、

院
長
や
総
看
護
師
長
、
岡
田
を
は
じ
め
と
し
た

教
育
担
当
の
介
護
士
な
ど
が
集
ま
り
、
検
討
を

重
ね
て
き
ま
し
た
。

岡
田
　
こ
の
制
度
を
利
用
す
る
の
は
初
め
て
で

し
た
か
ら
、
職
員
に
ど
う
す
れ
ば
理
解
し
て
も
ら

え
る
か
検
討
し
ま
し
た
ね
。
電
子
力
を
ア
の
ト
ッ

プ
ペ
ー
ジ
で
特
定
技
能
制
度
に
つ
い
て
紹
介
し
た

り
、
一
一人
の
ポ
ス
タ
ー
を
院
内
に
貼
り
ま
し
た
。

近
藤
　
そ
れ
に
、
外
部
講
師
を
招
い
て
ベ
ト
ナ
ム

を
知
る
勉
強
会
を
開
い
た
り
、
職
員
が
集
ま
る
歓

送
迎
会
で
、
ベ
ト
ナ
ム
と
オ
ン
ラ
イ
ン
で
繋
い
で
、

二
人
に
自
己
紹
介
も
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
顔
見

知
り
の
関
係
を
作
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
職
員
た
ち

も
快
く
受
け
入
れ
て
く
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

優
し
い
で
す
よ
ね
。
笑
顔
も
い
い
で
す
し
、
介
護
職

に
向
い
て
い
ま
す
。

ミ
ー
　
私
は
お
年
寄
り
の
お
世
話
を
す
る
の
が

好
き
な
の
で
、
毎
日
、
楽
し
い
で
す
。

タ
ム
　
私
は
介
護
福
祉
士
の
資
格
を
取
る
の
が

目
標
で
す
。
介
護
士
と
し
て
ず
っ
と
日
本
で
働
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

近
藤
　
何
か
困
っ
て
い
る
こ
と
は
な
い
で
す
か
。

ミ
ー
　
大
丈
夫
で
す
。

タ
ム
　
買
い
物
も
し
て
い
ま
す
が
、
日
本
は
と
て

も
暮
ら
し
や
す
い
で
す
。

ミ
ー
　
教
育
係
の
岡
田
さ
ん
も
、
実
の
お
兄
さ
ん

の
よ
う
に
親
切
で
ｉ
。

岡
田
　
何
で
も
相
談
し
て
く
だ
さ
い
ね
。

―
そ
も
そ
も
特
定
技
能
制
度
を
利
用
し
た
の
は

ど
う
し
て
で
す
か
。

近
藤
　
や
は
り
介
護
の
人
材
不
足
で
す
。
若
い
力

に
頼
り
た
い
と
な
る
と
、
国
内
だ
け
で
は
も
は
や

限
界
で
す
。
今
回
の
試
み
を
成
功
さ
せ
、
ゆ
く
ゆ

く
は
継
続
的
に
外
国
人
材
を
確
保
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

岡
田
　
彼
女
た
ち
に
長
く
働
い
て
い
た
だ
い
て
、

い
ず
れ
は
次
に
来
日
す
る
後
輩
た
ち
の
教
育
係

に
な
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

近
藤
　
教
え
る
こ
と
は
彼
女
た
ち
自
身
の
成
長

に
も
つ
な
が
り
ま
す
し
ね
。

岡
田
　
ま
た
、
彼
女
た
ち
は
我
々
と
違
う
視
点

を
持
っ
て
い
る
の
で
、
そ
こ
に
も
期
待
し
て
い
ま

す
。
我
々
も
い
い
刺
激
を
受
け
て
、
介
護
の
質
の
レ

ベ
ル
ア
ッ
プ
に
繋
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

近
藤
　
本
当
に
そ
う
で
す
ね
。
彼
女
た
ち
の
優

し
さ
や

一
生
懸
命
で
ひ
た
む
き
な
姿
勢
は
、
私
た

ち
も
見
習
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

岡
田
　
外
国
人
職
員
に
慣
れ
な
い
患
者
さ
ん
も

多
い
と
思
い
ま
す
が
、
ぜ
ひ
温
か
い
日
で
見
守
っ
て

い
た
だ
け
る
と
あ
岬
が
た
い
で
す
。

医療機関に求められる

タイバーンティの推進。

●ダイバーシティは多様性という

意味で、多様な人材を登用し、

イ回々 の能力を活かすことを指す。

人材不足が深刻化する医療・介

護の現場では昨今、外国人の受

け入れが進められているが、そこ

で重要なのは、ダイバーシティの

視点である。

●外国人が組織になじみ、能力

を発揮できるように環境を整えて

いくのは、周囲の職員の理解や

協力が不可欠である。みよし市民

病院ではその重要性を認識し、新

たな組織づく
',に
挑戦しようとして

いる。
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●
特
定
技
能
制
度
は
、
人
手
不
足
が
深

刻
な
産
業
分
野
に
お
い
て
、
一
定
の
専
門

性
を
持
つ
外
国
人
を
労
働
力
と
し
て
受

け
入
れ
る
制
度
。
介
護
分
野
で
は
、
介
護

技
能
評
価
試
験
と
日
本
語
試
験
の
両
方

に
合
格
す
る
こ
と
が
受
け
入
れ
の
条
件
と

な
る
。
病
院
や
介
護
事
業
所
で
、
ウｃ
の
制

度
を
利
用
し
た
人
材
確
保
が
進
め
ら
れ
て

い
る
。

●
日
本
で
の
受
け
入
れ
期
間
は
最
大

５

年
間
だ
が
、
介
護
福
祉
士
の
国
家
資
格
を

取
得
す
れ
ば
在
留
資
格

「
介
護
」
に
変
更

し
て
、
永
続
的
に
日
本
で
働
く
こ
と
が
で

き
る
。

中国新聞リンクトタイアップ
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の

おはなし

今回のテーマ

認知症看護認定看護師

専門看護の実践。指導。相談を

通して、認知症患者さんの

毎日を守り、支えます。

餞嬢嬢機

の

おはなし

今回のテーマ

院内デイサービス

02

`

.ヽ

やヽ

早期離床の取り組みの一環で、

院内デイサービスを実施。

笑顔や会話が広がります。
4

4

認知症ケアのプロとして、

看護現場のサービスカを向上。

当院には、2名の認知症看護認定

看護師が在職し、急性期病棟と療養

病棟のそれぞれに配属されています。

認知症看護認定看護師とは、認知症

に関わる専門的な知識と看護スキル

を有する看護師のこと。活動内容は、

大別すると二つあります。まずは、認知

症患者さんやご家族に専門知識に基

づいた看護を「実践」する。そして、他

の看護師に認知症看護の専門知識・

看護技術を「才旨導」する。さらには、患

者さん。ご家族・看護師が抱える問題や

疑問などの「木目談」に乗ることです。

当院の2名 の認知症看護認定看

護師は専門資格を活かし、認知症に関

わる看護現場のサービスカの向上に

認知症看護認定看護師

右 :近藤千春 (3階病棟)

左 :日浦麻喜 (2階病棟)

日々 、努力を重ねています。

多岐にわたる取り組み、

一つひとつが

患者さんのために。

当院の認知症看護認定看護師は、

認知症ケアにおいてさまざまな取り組

みを行っています。例えば、生活リズム

を整え、廃用症候群 (※ )の予防を目

的に一日4時間の離床を推進していま

す。また、医師や薬剤師と協力し、認知

当院では、年に4回、認知症看護認定

看護師による認知症講座を開催していま

す。認知症や認知機能の低下が見られ

る方をご家族に持つと、戸惑いや不安が

大きくなりがちです。「どう接すればよいの

かわからない」「認知症になったら仕方が

ない」といった悩みや諦めに近い感情を

抱えている方も多いでしょう。認知症は、

放置すると徐々に認知機能低下が進ん

症患者さんの経過を観察・対応する認

知症ラウンドを実施し、せん妄のコント

ロールや薬の調整も行います。さらに、

認知症に伴う行動障害の予防や合

併症への評価、安心できる療養環境

の整備、ど家族への状況説明、病棟ス

タッフヘの指導も大切にしています。

いずれにおいても、認知症患者さん

の尊厳を守りながら、穏やかな生活を取

り戻すことをめざしています。

※過度の安静や日常生活の不活発に伴っ

て生じる身体的・精神的諸症状の総称

介護士が中心となり

早期離床と生活の

質向上を推進。

当院では、廃用症候群の予防を目

的に、患者さんの早期離床に積極的

に取り組んでいます。その推進力として

注力しているのが、院内デイサービスで

す。2階病棟では、2023年 5月 より介

護士が中心となり、レクリエーションの

一環として実施しています。

現在、2階の一般病棟・包括病棟で

は週2回、長期入院が多い3階の療養

病棟では、毎食前の疎下体操に院内デ

イサービスを実施しています。この取
'サ

組

みは、単調になりがちな入院生活の中

で生活リズムを整え、夜間の睡眠が向

上するなどの効果も期待され、患者さん

の生活の質向上に貢献しています。

棚橋里架
(介護福祉士:2階病棟・冨U主任)

笑顔や会話が広がる、

ちぎり絵、塗り絵の

作品づくりに挑戦。

院内デイサービスヘの参加は、事前

に病棟看護師が体調を確認した上で、

介護士が参加可能な患者さんにお声が

けしています。もちろん、最終的な参加

はご本人の意思で決めていただきます。

活動内容は、作業療法を取り入れた

ちぎ
'サ

絵や塗り絵などの作品づくりが

中心です。作業中、介護士の主観で誘

導することなく、患者さんが思いのまま

に色やデザインを選べるよう配慮してい

ます。

ただし、作品づくりが目的ではなく、そ

の過程で昔の記f臆を思い出したり、他

の患者さんとの会話が生まれることが

重要です。これにより、心の整理が進

み、参加者の表情に明るさが見られる

など、素晴らしい成果が出ています。ま

た、集中力や認知機能の向上が見ら

れ、家族とのコミュニケーションの促進

にも繋がっています。
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認知症への正しい理解を促す認知症講座を年4回開催。 参加者一人ひとりの容態、ADLに合わせた作品づくりを提案。

でいきます。この講座では、認知症の基

本的な理解を深めるとともに、参加者の

疑間にも丁寧にお答えします。認知症は

正しい知識を得るために、ぜひ当院の講

座にご参加ください。また、今後は、認知

症患者さんやご家族が、認知症について

より自由に相談できる場を提供し、病院

外でも地域全体でのサポート体制を強化

していきたいと考えています。

高齢者にとって、入院生活はベッドで

過ごす時間が増え、規則正しくても楽しみ

の少ない毎日になりがちです。その結果、

生活リズムが崩れやすく、単調な日々 が続

くことにな
',ま
す。そこで、院内デイサービ

スの担当者は、視力が低下している方や

麻痺のある方でも楽しめるよう、患者さん

一人ひとりの容態やADL(日 常生活動

作)に合わせた作品づくりをど提案してい

ます。また、参加されるのは入院している

患者さんであることを考慮して、参加者の

方の体調変化にも細心の注意を払い、

作業中の体の動きもしっかり観察し、安

全管理を徹底しています。

さらに、3階病棟では、年4回の季節行

事や、誕生会、音楽会も行い、フルートや

ピアノの演奏、歌唱、手話を取り入れたレ

クリエーションを提供しています。
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Message Message

田 適正受診①   気軽に相談できるかかりつけ医を持ちましょう。 W 適正受診②   体の不調を感じたら早期受診しましよう。



03 みまし市民病院
第3回

病院移転後の

あゆみ
(2003年 ～2024年 )

05

6θ年の草九》 診療所の先
生方へ  医療機器の共同利用を通して、
診療所と一体になつた地域医療を推進。

4

1病診連携優先枠を設け、インターネットで検査予約可能。

当院では、外来機能において、市内はもちろん、近隣地域にある診療所との連携を深め、検査機器の共同利用を実

施し、病診連携の強化に努めています。

共同利用の例として、放射線技術課への検査依頼があります。なかでも地域医療機関からのご依頼が多いのが、CT

(コンピューター断層撮影)検査、MRI(磁気共鳴画像法)検査です。現在は、年後3日寺、4時に病診連携の枠を設け、

インターネット上で予約を入れることが可能です。また、画像の強調の度合いや方向、追加の撮影といったご要望にもき

め細かく対応しています。そして、撮影した画像は当日CD‐ Rにて、また、読影レポートも迅速にお渡しするなど、早期診断

に繋がるサポートを行っています。

こうした検査以外にも、超音波検査、マンモグラフィー、骨密度検査など、各種検査にも専用の時間や予約枠を設け、

インターネットでの予約を可能にするなど、必要な医療を、適切に提供できる地域医療の実現に努めています。

みよし市民病院の病院移転後のあゆみをご紹介いたします。

日60周年を迎え、地域包括ケア体制のさらなる充実へ。

三好町民病院は、2010年 1月 4日に市制施行に伴い「みよし市民病院」と改称されました。さらに、2017年には地域包括支援

センターが併設され、地域に密着した医療と福祉の提供に努めています。そして、2024年 1月に開院60周年を迎えました。今後

も医療と福祉を一体的に提供する地域包括ケア体制の充実をめざします。

2003年 10月

2006年 3月

2006年 11月

2007年  4月

2007年 9月

2007年 10月

2010年  1月

2011年  4月

2012年  4月

循環器科を開設 (標榜科11科 )

開設許可事項一部変更許可

一般病床52床を68床に増床

増築工事着手

地方公営企業法の全部適用

増築工事完了

病床数16床増(計 122床 :一般68床、療養54床 )

眼科を開設 (標榜科12科 )、

リハビリテーション科に作業療法を追加

市制施行に伴い、「みよし市民病院」と改称

医療安全管理部設置

地域連携・医療相談室設置

健診室設置

院内保育所設置

一般病床4床を地域包括ケア病床に変更

(計 14床 )

みよし市民病院開院55周年記念病院祭開催

新型コロナウイルス感染症検査室設置

新型コロナウイルス感染症入院病室設置

一般病床4床を地域包括ケア病床に変更

(計 18床 )

一般病床6床を地域包括ケア病床に変更

(計24床 )

開院60周年を迎える

マルチスライスCT(80夢 U)

(/● ■
, 
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MRI(1.5T)

2013年 4月

2018年  3月

2019年 2月

2019年 11月

2020年 5月

2020年 1刊 月

2022年 1月

2022年 11月

2024年  1月

す

幅広い病気やケガを的確に診断し、

スポーツや日常生活のケガから

リウマチまで幅広く対応します。

臼井整形外科は、2015年 3月にみよし市で開院しました。院長

は日本整形外科学会の専門医として、幅広い病気やケガを的確

に診断し治療しています。日常生活やスポーツでのケガ(脱臼や骨

折、打撲など)に加え、肩こりや腰痛など、家事やデスクワークによる

痛みの治療にも積極的に取り組んでいます。また、骨粗しょう症の

検診や治療、リウマチの早期発見・治療にも力を入れています。さら

に、専任の理学療法士が、一人ひとりに合わせたリハビリテーション

を提供し、早期回復をめざしています。「身体を動かすときに使う部

位」(運動器)に関して、ご家族皆さまのかかりつけ医として、ぜひお

気軽にご相談ください。

臼井整形外科 外観

マ 臼井整形外科
> 〒470‐0224愛知県みよし市三好町上ケ池14‐9
亜 0561‐33‐ 1039

亜 https://usui‐ seikei.com/
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新しい機能を付加し、見やすく、

使いやすいホームページを作成。

みよし市民病院のホームページ委員は、理学療法士、診

療放射線技師、臨床検査技師、視能訓練士、看護師、事務

職員の6名 で構成され、月に1回のペースで委員会を開催し

ています。

委員会が最初に取り組んだのは、ホームページのリニュー

アルです。患者さんや地域の皆さん、医療機関や医療関連

事業者、求職者など、さまざまな方が必要な情報にすぐアクセ

スできるよう、わかりやすいページ構成を工夫しました。具体

的には、症状から受診すべき診療科を簡単に探せる機能を

マンモグラフィー   X線 骨密度測定装置(DXA)

追加し、職員ブログを立ち上げるなど、情報発信を強化しまし

た。ブログでは、病院内の最新情報やイベントの告知、職員

の活動報告などを掲載し、地域の皆さんに向けて親しみやす

い情報提供を行っています。

今後は、さらにホームページの機能を充実させ、健康講座

やリハビリ教室の情報が簡単に検索・閲覧できるような仕組

みを検討中です。また、みよし市が運営するLINEアカウントを

活用し、市民の皆さんに向けた健康・医療・福祉関連情報の

発信を強化し、地域医療への貢献をめざしています。

06
みまし市民病院と支える
a
∨

パ チーム紹介 い
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臼井整形外科連携病院・診療所紹介

Our Partner

ホームページ委員会

田 適正受診①  同じ病気で複数の医療機関を受診するのはやめましょう。 田 適正受診①  緊急時は迷わず119番を。緊急以外の休日や夜間の受診は避けましょう。


